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サイエンスカフェ常葉の実践
常葉大学　造形学部　村井ゼミ

野本 七海       金子 ゆり       真田 夏希       佐野 桜子       由井 宏輝
山本 理裟       有馬 郁奈       市川 絵聖       窪田 旬花       増田 百合
西原 陽奈子       伊藤 彰悟       因田 遥香       内田 健尊       長谷川 舞衣

目的・概要・取組過程

サイエンスカフェ開催

私たちの所属するゼミでは「人と人とのコミュニケーションの場をデザインする」という学生主体の取り組みとして、サイエンスカフェを実施しています。取り組み
としましては、社会や地域が抱える課題に学生が向き合い、専門家の方や地域の方々などを巻き込み、交流の場を作ります。飛び交う言葉や知識を参加者全員が自分
ごととして捉え、実感することで、これからの自身の行動を変えるきっかけとなることを目指しています。また学生にとっては、サイエンスカフェを実施するにあた
り、1から企画を考え、広報・集客・運営・報告などの経験ができます。それは” 場をデザインする” ことの裏方を経験することであり、広報や運営などのそれぞれ
に必要なフライヤー制作、タイムスケジュールの管理など、造形学部で学んだデザインの実践的な活用や社会活動で身につけるべき力を体験することにつながります。
学生が自ら主体性を育みながら、実践を通して人とのコミュニケーションの場を考え、作ることへの関心を高められる貴重な経験ができるのではないかと考えます。

【サイエンスカフェとは】
サイエンスカフェとは、「研究者と市民が一緒に、科学への理解を深める場所」のことを言います。講演会のような堅苦しい空間ではなく、市民の中に科学者が入っ
ていくという形で、楽しく対話を通して科学について話し合う場です。サイエンスと聞くと、科学のイメージを持ち、難しく感じるかと思います。しかし、話し合う
テーマは自由で、普段から考えていなかった題材や関わりがない人々との開かれた交流であるため、誰でも参加しやすいイベントとなっています。

【今年度の特色 : 高大接続】
昨年度の開催時に、静岡雙葉高校の木村剛教諭 (理科担当 )がサイエンスカフェ常葉に興味を持ってくださりました。静岡雙葉高校の生徒によるサイエンスカフェ、
私たちゼミ生のサイエンスカフェにお互いに参加しながら、意見交換をし、高め合うことを目指します。サイエンスカフェの取り組みを高大接続につなげることで、
高校生が常葉大学に興味を持ってくれたら、大学のブランディングに資するのではないかと考えます。

事前に作成したマニュアルに従い、各グループごとに役割を分担し、当日までの運営などを進めました。コロナ対策として、参加者が安心できるような空間を考え、
アルコール消毒などの感染対策を実施しました。また、講師の方と参加者がお互いに堅苦しくならず、気軽に対話することができる距離感が生まれる会場選びも工夫
しました。

まとめ・今後にいて
このサイエンスカフェの企画提案のところから終わりまで、全てが順調に進んでいたとは言えませんでした。それは、テーマの薄さであったり、集客の大変さであっ
たりなど、さまざまな要因がありました。どのような企画にも、裏では 1人 1人の責任ある行動や態度、意欲の重要さを学ぶ機会となりました。また、講師の方・
参加してくださった方々の年齢層や性別、職業は幅広く、それぞれの人々の目線で場を上手く仕切ることの大変さも経験しました。第 7回目のサイエンスカフェでは、
静岡雙葉高校の学生も参加し、運営側の視点を議論できたことにより、私たちの動きが相手にとって良い刺激となることができました。
今回の活動を通して、私たちだけでなく講師の方・地域の方々が同じように課題を感じて参加を決めてくださったことの嬉しさと、関わった人々同士で生まれたコミュ
ニケーションによって、目的に向かって進められている実感を得ることができました。企画・運営、及び開催テーマを通して学んだことで、今後の社会生活で役立つ
実践的な学びを得られました。参加者の方々が、今後さらにサイエンスカフェへの興味関心が高まること、それに伴い学びから自身の生活への向き合い方の変化が生
まれることを期待しています。サイエンスカフェの取り組みを通じて、人々の学びへの視野の拡大、新たな交流の場を形作っていくことができるのではないかと考え
ます。そして、専門家の方や地域の方々などを巻き込み、交流の場をデザインする力を身に付けるべく、私たちの学びも深めて行きたいと思います。

テーマ設定 内容・講師決め 制作・広報活動 開催 集計・まとめ

アイディア出し・計画 定例mtg・講師を打ち合わせ 制作・使用したフライヤー２種 当日の様子 アンケート

主に自分たちが「できること・やりたいこと・
社会から求められていること」の3つの視点
にテーマを決め、参加者がこれからの日常の
中にテーマを意識できるようなメッセージ(
テイクホームメッセージ)を明らかにした。

広報に必要なキャッチコピーの考案、情報
が見やすいレイアウトを意識しフライヤーを
制作した。また集客のため、公共施設を中心
に広報許可を得ながらフライヤーの掲示を
行った。

テーマに関する調査、講師の選出・参加依頼
の連絡を取った。承諾後、調査したテーマと
講師の方の研究に沿って、当日に向けての
内容を決めた。

当日の会場準備・参加者の受付、片付けまで
を4時間ほどで行い、サイエンスカフェ自体
は約90分間開催した。

参加者へ向けたアンケート結果の集計と、
当日を振り返っての反省を行い、活動報告
書を作成した。

第6回 「隠れ脱水に気をつけよう!」
私たちはレンタルスペースSmallWorld をお借りし、サイエ
ンスカフェを実施しました。
きゅうりを使用した数字として結果が出る実験をしたり、実
際に試飲をして体験をしたりなど、ただ講義を聞くだけでは
ないサイエンスカフェになりました。
講師の先生やファシリテーター担当者が参加者に問いかけを
するなどして、質問など少人数ながらもたくさんの会話が飛
び交っていました。開催直前まで
集客に頭を悩ませましたが、参加
者一人ひとりがじっくりとテーマ
と向き合えるサイエンスカフェに
なったのではないかと思います。

私たちはコラボレーションスペース Takt という施
設をお借りしてサイエンスカフェを実施しました。
初めに学生から当企画の目的やテーマに関しての
説明を行い、講師の方のお話につなげました。途
中でクイズを挟むなど、参加者が楽しめる工夫し
たことで、質問コーナーでは、参加者が自分の食
事に関することで気になることを積極的に聞ける
ような空間となりました。
また、最後にアンケート
に回答していただき、参
加者の方が振り返ること
ができる時間も作りまし
た。

第７回 「給食のおいしさの秘密を知る」
宇宙をテーマにしたサイエンスカフェの開催
を目標に活動していましたが、今回はチーム
解散という形を取らせていただきました。理
由としては、お越しいただく予定だった先生
と都合がつかず、開催の目処が立たなくなっ
てしまったからです。企画立案後、講師の方
へのお声がけもし、何度か zoomでの打ち合
わせもさせていただきました。しかし、やり
とりをさせていただくなかで、打ち合わせか
らカフェ当日まで全てオンラインで行わせて
ほしいというお申し出がありました。しかし、
全てオンラインとなると、今回のサイエンス
カフェの目的を十分に果たすことができない
とチームで判断し、一度白紙に戻すことにし
ました。
しかし、チームメンバーがカリキュラム上い
なくなり、かつ時間も限られる中で、一から
やり直すことは難しいとチームで判断し、解
散という決断に至りました。チーム解散とい
う形での終了となってしまい、残念ではあり
ますが、今回の経験や失敗も学びとして、こ
れからの学修に活かしていきたいと思います。

未開催







































RPG TOMO RUN  

 





 





6

 

6













1











 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 




